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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/18     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  25/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  25/04     (2006.01)
   Ｇ０８Ｂ  21/02     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   7/20     (2017.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    7/18     　　　Ｄ
   Ｇ０８Ｂ   25/00     ５１０Ｍ
   Ｇ０８Ｂ   25/04     　　　Ｋ
   Ｇ０８Ｂ   21/02     　　　　
   Ｇ０６Ｔ    7/20     ３００Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月29日(2021.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物体の状態を示す情報を入力する入力手段と、
　該入力手段で入力した前記対象物体の状態を示す情報に基づき、前記対象物体の検出す
べき動作を定義するルール情報を取得する取得手段と、
　映像内の前記対象物体の、前記取得手段で取得したルール情報が示す検出すべき動作を
検出する検出手段と、
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記対象物体は人物であって、前記状態は健康状態を含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記対象物体は人物或いは機械であって、前記状態は作業の段階である
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　更に、前記ルール情報を修正する修正手段を備えることを特徴とする請求項１に記載の
情報処理装置。
【請求項５】
　前記修正手段は所定期間経過後に前記ルール情報を修正することを特徴とする請求項４
に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記修正手段は前記対象物体を撮影する環境に基づいて前記ルール情報を修正すること



(2) JP 2019-176423 A5 2021.7.26

を特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記ルール情報はテキスト形式で記述されることを特徴とする請求項１に記載の情報処
理装置。
【請求項８】
　前記ルール情報を設定する設定手段を有することを特徴とする請求項１乃至７のいずれ
か１項に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　前記対象物体が前記取得手段で取得したルール情報が示す検出すべき動作となった場合
に、当該検出すべき状態となったことを示す情報を予め設定された端末に向けて出力する
出力手段を更に備えることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項１０】
　患者を同定するための情報を格納する患者データベースを有し、
　前記検出手段は、
　　前記映像内の人物の像から求めた特徴情報と前記患者データベースとに基づく、前記
映像内の人物が患者であるとの判定結果に応じて、前記映像内の人物の、前記取得手段で
取得したルール情報が示す検出すべき動作の検出を行う
　ことを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項１１】
　前記ルール情報は、危険度の閾値を含み、当該閾値以上の危険度の動作を検出すべき動
作と定義することを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１２】
　前記健康状態は病名を含むことを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項１３】
　前記入力手段は、診療データの解析に基づいて、前記対象物体の状態を示す情報を入力
することを特徴とする請求項１乃至１２のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項１４】
　対象物体の状態を示す情報を入力し、
　該入力した前記対象物体の状態を示す情報に基づき、前記対象物体の検出すべき動作を
定義するルール情報を取得し、
　映像内の前記対象物体の、取得したルール情報が示す検出すべき動作を検出する
　ことを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項１５】
　コンピュータに、請求項１乃至１３の何れか１項に記載の情報処理装置として機能させ
るためのプログラム。
【請求項１６】
　監視システムであって、
　対象物体を撮像するための、少なくとも１つの撮像装置と、
　情報処理装置とを有し、
　前記情報処理装置は、
　　前記撮像装置が撮像した映像を受信するための通信手段と、
　　対象物体の状態を示す情報とを入力する入力手段と、
　　該入力手段で入力した前記対象物体の状態を示す情報に基づき、前記対象物体の検出
すべき動作を定義するルール情報を取得する取得手段と、
　前記映像内の前記対象物体の、前記取得手段で取得したルール情報が示す検出すべき動
作を検出する検出手段とを有する
　ことを特徴とする監視システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　この課題を解決するため、例えば本発明の情報処理装置は以下の構成を備える。すなわ
ち、
　対象物体の状態を示す情報を入力する入力手段と、
　該入力手段で入力した前記対象物体の状態を示す情報に基づき、前記対象物体の検出す
べき動作を定義するルール情報を取得する取得手段と、
　映像内の前記対象物体の、前記取得手段で取得したルール情報が示す検出すべき動作を
検出する検出手段とを有する。
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